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試験・浸潤能試験を行った。様々な条件下で前立腺癌細胞での CCR2 と CCR4 の発現の変化を調べ
た。また、前立腺癌の臨床検体を用い、患者背景とCCR2とCCR4の発現の程度との関連を調べた。 








癌組織のほうが正常前立腺組織より CCR2 と CCR4 の発現が強かった。興味深いことに、CCR2 と
CCR4の発現の強さは非常に高い相関が認められた。さらに、CCR4の発現の強さと TNMステージ
の進行はよく相関していた。 
 本研究では、前立腺癌組織だけではなく前立腺癌細胞株にもCCR4が発現しており、CCR4が前立
腺癌細胞の遊走能・浸潤能に重要な役割を果たしていることを初めて明らかにした。腫瘍随伴性マク
ロファージにより活性化される CCL22-CCR4 シグナルは前立腺癌の新規治療ターゲットやバイオマ
ーカーとなる可能性がある。 
